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2022 年度関東支部例会として、6 月 11 日（土）に講演会（リレートーク）・第 1 回

研究発表会、6月 26日（日）に第２回研究発表会を開催します。 

 

■6月 11 日は久々に「対面」で実施します。皆様ぜひご参集いただけますと幸いです。 

講演会（リレートーク）は、どなたでも参加できます（無料）。 

場所：城西国際大学 東京紀尾井町キャンパス 1号棟、3階 1301教室 

 

※校舎が 1～5号棟まであるため、 

 お間違いのないようお気を付け   

下さい。 

 1号棟の最寄り駅は、麴町駅、半 

蔵門駅、永田町駅が便利です。 

 

有楽町線 麴町駅 徒歩 3 分 

半蔵門線 半蔵門駅 徒歩 5 分 

半蔵門線・南北線 永田町駅 徒歩 5 分 

 

≪講演会（リレートーク第 2 弾）および第 1回研究発表会 6 月 11 日（土）≫ 

※受付開始 14:00  参加者交流タイム 14:00～14:10 （備考：役員会 12 時半～） 

＊ 対面を予定していますが、コロナ禍の状況によってはオンラインに変更される場

合もあります。その際は、関東支部 HP で告知しますので、開催日前に支部 HP のチェ

ックをお願いいたします。 

 

◆講演会（リレートーク第 2 弾） 14：10～15：30  

 テーマ：消費者教育推進法成立から 10 年：何が変わり、何が変わっていないのか？ 

－今後の展望に向けて－  

話題提供者：関東支部役員によるリレートークおよび参加者間の情報交流  

＜概要＞ 消費者教育推進法が成立して早くも 10 年が経過しましたが、この間、消

費者教育に携わる私たちにとって、どのような変化が起きたでしょうか？何が変わ
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り、何が変わっていないのか。このことを振り返ることによって、今後の消費者教

育の展望を切り開くきっかけ作りとしたいと考え、前回 12月に続いて関東支部役員

によるリレートーク第 2弾を実施します。 会場の皆さんからの積極的なご発言も大

歓迎いたします。コロナ禍により、なかなか会員間の交流が進まぬなか、久々の対

面実施で、消費者教育推進法による変化を話題に情報共有・交流が進みますことを

願っております。 

 ＜話題提供・関東支部役員紹介（苗字のみ・50 音順）＞ 阿部、天野、上村、小野、

神山、柿野、佐藤、高橋、土田、角田、樋口、中川、中村、中原、西村、松葉口、

山岡 ＊今回は上記役員のうち前回登壇者以外の登壇を予定。 

 

◆第 1 回研究発表会 15:40～16:40（2 発表） 

 

１．齋藤美重子（川村学園女子大学）・齋藤和可子（中央大学附属中学校・高等学校） 

高等学校「家庭」と「公共」との金融教育クロスカリキュラムからエシカル

消費への展開 

２．池垣陽子（埼玉県立蓮田松嶺高等学校） 

   不当表示広告調査を用いた社会参加意識を促す授業開発 

 

■6月 26 日は Zoomによるオンライン開催です。                   

参加を希望される方は開催日の 3 日前の 23 日(木）までに、Web サイトに

掲載の申込フォーム（ https://forms.gle/GEioqoJ6jvBB4uyK9 ） 

または右記の QR コードからお申し込み下さい。 

 

≪第２回 研究発表会 ６月 26 日（日）≫ 

◆第２回 研究発表会 14:00～16:30（5発表）  ※受付開始 13:40 

                      （備考：役員会 12 時半 or13時～） 

１．神山久美（山梨大学） 

   消費生活コンサルタントのライフヒストリー 

２．石島恵美子（茨城大学）・松葉口玲子（横浜国立大学） 

    消費者市民の視点を育むフェアトレードに関する調理実習プログラムの検討 

３．小野由美子（東京家政学院大学）・柿野成美（法政大学大学院）・川崎孝明（筑   

紫女学園大学）・上杉めぐみ（愛知大学） 

    キャッシュレス決済の普及に伴う高校生を対象とした消費者教育に関する研  

    究 

 ４．柿野成美（法政大学大学院） 

地方自治体における学校消費者教育の実施に向けた連携・協働に関する研究 

 ５．庄司佳子・小林知子・奥西麻衣子・河原佑香（公益財団法人消費者教育支援セ

ンター）・柿野成美（法政大学大学院） 

18 歳成人に求められる消費者教育のあり方について―2021 年度「高校生の

消費生活と生活設計に関する調査」結果から 

 

＊裏面もあります。 

https://forms.gle/GEioqoJ6jvBB4uyK9


●＜研究発表・学会誌への投稿申込みについて＞● 

日本消費者教育学会では、学会誌への投稿にあたり事前の所属支部および全国大会

での研究発表が必要です。 

今年度の第 42 回全国大会は、10 月 8 日（土）・9 日（日）関東支部担当でオンライ

ン開催されます。全国大会で発表をするには、原則として所属支部での発表後（所属

支部で発表ができない場合は、他支部で発表をして全国大会の発表申込資格を得るこ

とも可能ですが、各支部の発表申込締切期日や発表日が決まっています。学会 HP の各

支部の案内をご確認下さい）、学会 HP の案内に従って専用の「発表申込フォーム」か

ら申込みをします。 

学会誌への投稿申込みについては、学会 HPの案内をご覧下さい。 

 


